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議 員 紹 介第 19期
　令和５年 12 月 17 日執行の町議会議員一般選挙で新たに選出された議員を議席順に
紹介します。

議
長
挨
拶

　
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
ご
健
勝
で
ご
多
幸
の
年
に
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、１
月
12
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
各
位
の
ご
支
持
ご
推
挙
を
賜
り
、
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
期
８
ヶ
月
の
議

長
の
経
験
も
生
か
し
、
又
皆
様
の
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
神
山
町
政
発
展
の
た
め
に
誠
心

誠
意
尽
力
し
て
参
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
子
供
達
孫
達
へ
、
自
然
豊
か
な
神
山
を
引
き
渡

せ
ま
す
様
、
又
山
積
す
る
諸
問
題
に
真
摯
に
向
か

い
合
い
一
つ
一
つ
解
決
し
て
行
け
ま
す
様
、
議
決

権
限
を
持
つ
議
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
議
員
各
位

の
協
力
を
得
て
、
そ
し
て
執
行
権
限
を
持
つ
執
行

部
と
お
互
い
を
尊
重
し
審
議
を
重
ね
、
町
民
の
皆

様
が
幸
せ
で
安
心
し
て
健
康
で
暮
ら
せ
る
町
作
り

を
め
ざ
し
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
生
懸

命
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

�

神
山
町
議
会
議
長　

森　
本　
孝　
夫

仁志　哲也
下分字上中内・１期

髙橋　義英
阿野字南行者野・３期

森　　一博
阿野字歯ノ辻・２期

志甫　　守
阿野字本名・３期

佐出　由恵
阿野字下地・２期

森本　孝夫
阿野字神木・３期

白土　義信
下分字左右山・２期

新居　榮二
神領字北上角・３期
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新 し い 議 会 構 成
役 職 名 氏　　　　名

議 長 森本孝夫

副 議 長 白土義信

総務文教厚生
常 任 委 員 会

委 員 長　森　一博　　委　　員　白土義信
副委員長　志甫　守　　委　　員　佐出由恵

産業建設常任
委 員 会

委 員 長　髙橋義英　　委　　員　新居榮二
副委員長　仁志哲也　　委　　員　森本孝夫

議 会 運 営 
委 員 会

委 員 長　森　一博　　委　　員　志甫　守
副委員長　髙橋義英　　委　　員　仁志哲也

議会広報調査
特 別 委 員 会

委 員 長　志甫　守　　委　　員　髙橋義英
副委員長　白土義信　　委　　員　森　一博
　　　　　　　　　　委　　員　仁志哲也

議 会 活 性 化
特 別 委 員 会

委 員 長　仁志哲也　　委　　員　志甫　守
副委員長　森　一博　　委　　員　髙橋義英
委　　員　新居榮二　　委　　員　白土義信
委　　員　森本孝夫　　委　　員　佐出由恵

監 査 委 員 志甫　守

名西消防議会
議 員

森本孝夫 　　 白土義信 　　 森   一博
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　臨 時 会•第 4回 •　臨 時 会
　令和 5年第４回臨時会を、令和 5年 11月１日に開催した。工事請負契約の締結１件を審議し可
決した。

⃝令和 5年度神山温泉保養センター屋根及び浴室改修工事請負契約の締結について
契　　約

神山町議会�   12月 定 例 会
　12 月定例会は、令和 5年 11 月 20 日から 28 日までの９日間の会期で開催した。令和 5
年度一般会計補正予算（第５号）・令和 5年度特別会計補正予算（第３号）の他、条例の一部
改正・廃止・制定、財産の取得について、指定管理者の指定についてなど、16件を審議し可
決した。

補　　正
●令和５年度神山町一般会計補正予算（第 5号）
●令和 5年度神山町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
●令和 5年度神山町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
●令和 5年度神山町介護保険特別会計補正予算（第３号）
●令和 5年度神山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

条　　例
●町長等の給与に関する条例等の一部改正について
●職員の給与に関する条例等の一部改正について
●神山町特別会計条例の廃止について
●神山町簡易水道事業基金の設置、管理及び処分に関する条例の廃止について
●神山町簡易水道事業給水条例の一部改正について
●神山町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定について

そ の 他
●財産の取得について
●指定管理者の指定について（４件）

2023年

  13日
一般質問
　平岡�晴喜 議員、森　一博 議員
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朝
晩
は
冷
え
込
み
寒
暖
差
が
大
き
く

な
っ
て
き
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
子
ど
も
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
自
己
負
担
を
1
︐

6
0
0
円
の
と
こ
ろ
8
0
0
円
に
2

分
の
1
負
担
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
町
の
新
た
な
公
共
交
通
、
ま
ち
の
ク

ル
マLet's
の
運
行
は
10
月
末
現
在
延

べ
9
︐７
３
０
人
が
利
用
。
想
定
よ
り

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
利
用
者
の
8
割
が
高
齢
者
で
、
当

初
の
目
的
を
お
お
む
ね
達
成
。
財
源
等

の
課
題
も
あ
る
が
、
今
後
も
進
め
て
い

く
。

　
神
山
温
泉
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は

先
般
の
臨
時
議
会
で
契
約
の
承
認
を
い

た
だ
き
、
早
期
完
成
に
向
け
1
日
も
早

い
営
業
再
開
に
向
け
努
め
て
い
る
。

　
新
火
葬
場
建
設
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
は
、
先
進
地
視
察
を
行
い
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
10
月
下
旬
候
補
地
所
有
者
や

周
辺
住
民
を
対
象
に
住
民
説
明
会
を
2

回
実
施
し
建
設
に
向
け
た
手
続
を
進
め

て
い
る
。

　
国
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
月
例
経
済

等
関
係
閣
僚
会
議
で
は
、
景
気
は
、
緩

や
か
に
回
復
、先
行
に
つ
い
て
は
雇
用
、

所
得
環
境
が
改
善
す
る
も
と
、
緩
や
か

な
回
復
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

た
だ
し
世
界
的
な
金
融
引
締
め
に
伴
う

影
響
や
中
国
経
済
の
先
行
き
懸
念
な

ど
、
海
外
景
気
の
下
振
れ
が
景
気
を
下

押
し
す
る
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
。
物

価
上
昇
、
中
東
地
域
を
め
ぐ
る
情
勢
、

金
融
資
本
市
場
の
変
動
等
の
影
響
に
十

分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
極
め
て

厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
、
令
和
5
年
度

と
比
較
し
て
1
・
1
％
増
の
総
額
を
確

保
す
る
。
と
し
て
い
る
も
の
の
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
関
連

事
業
や
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
、

防
災
対
策
、
D
X
の
推
進
、
老
朽
化

し
た
施
設
の
更
新
な
ど
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
計
画
的
な
予
算
計
上
、
財
政

運
営
に
取
り
組
む
。

　
今
議
会
で
は
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
の
ほ
か
、
補
正
予
算
4
件
、
条

例
改
正
6
件
、
ほ
か
5
件
の
審
議
を
お

願
い
す
る
。

町長の諸般報告
令和 ５ 年 12 月定例会
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議案第 75 号　令和 5 年度　一般会計補正予算（第 5 号）

歳入歳出それぞれ 予算総額9,382万円増額 64億35万円

補 正 予 算

歳出

総　務　費 戸籍住民基本台帳費 戸籍総合システム改修業務委託料 443 万円

住民基本台帳ネットワークシステム改修業務委託料 394 万円

民　生　費 障害者自立支援費 障害者自立支援介護給付費 1,200 万円

衛　生　費 保 健 衛 生 総 務 費 徳島市休日夜間診療所負担金 72 万円

子どもはぐくみ医療費 子どもはぐくみ医療助成費 150 万円

農林水産業費 農 業 振 興 費 農山漁村未来創造事業補助金 393 万円

林 業 振 興 費 里山環境整備保全事業補助金 250 万円

土　木　費 道路橋りょう維持費 町道維持工事 1,000 万円

河 川 費 県単急傾斜地崩壊対策工事 1,166 万円

教　育　費 小 学 校 費 施設改修工事 91 万円

中 学 校 費 記念品代 22 万円

式典備品借上料 47 万円

災害復旧費 農林水産業施設災害復旧費 現年発生農地農業用施設単独災害復旧工事 167 万円

公共土木施設災害復旧費 現年発生公共土木施設単独災害復旧工事 267 万円

議案第 76 号
令和 5 年度神山町国民健康保険特別会計補正予算 （第 3 号）

  123 万円増額   7 億 7,913 万円

議案第 77 号
令和 5 年度神山町簡易水道事業特別会計補正予算 （第 3 号）

3,128 万円増額   4 億 7,596 万円

議案第 78 号
令和 5 年度神山町介護保険特別会計補正予算 （第 3 号）

  303 万円増額 10 億 6,154 万円

議案第 79 号
令和 5 年度神山町後期高齢者医療特別会計補正予算 （第 3 号）

      4 万円増額   1 億 2,768 万円
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　臨 時 会•第 1回 •　臨 時 会
　改選後の初議会となる令和６年第１回臨時会を、令和６年１月１２日に開催した。
　議長・副議長の選挙、特別委員会の設置、各委員会委員の選任、各組合等議会議員の選任のほか
発議案１件、専決条例１件、補正予算１件、条例改正１件、工事変更請負契約の締結３件、人事案
件１件を審議し７議案全て承認・可決・同意した。

⃝神山町議会委員会条例の一部を改正する条例について
発 議 案

⃝神山町国民健康保険税条例の一部改正について
専　　決

⃝令和 5年度神山町一般会計補正予算（第６号）について
補　　正

⃝令和４年度神山中学校（屋内運動場）建設工事変更請負契約の締結について
⃝令和５年度中央区域大埜地地区高区配水池建設工事変更請負契約の締結について
⃝令和５年度中央区域大埜地地区高区配水管布設替建設工事（1）変更請負契約の締結について

契　　約

⃝監査委員の選任について
人　　事

2024年

　改選に伴う議長選挙を実施し、森本孝夫議員が議長に就任した。
　副議長の選任については、議長指名推薦により白土義信議員が就任した。
　議長・副議長ともに、前期に引き続き再任となった。

議長選挙

【議長選挙結果】　　　　（有効投票数の内）
投 票 総 数　８票　　　森本　孝夫 議員　５票
有効投票数　８票　　　新居　榮二 議員　２票
無効投票数　０票　　　髙橋　義英 議員　１票

◆名西消防議会議員
　森本　孝夫・白土　義信・森　　一博

◆阿北環境整備組合議会議員
　森本　孝夫・白土　義信

◆徳島県後期高齢者医療広域連合議会議員
　白土　義信
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発議案第１号
神山町議会の委員会条例の一部を改正する条例について

賛　成：５
【賛成多数可決】

反　対：２　

●起立採決（〇：賛成　×：反対　―：議長のため採決には参加せず）

条例改正の主な内容�

【 議員発議案 】
◎神山町議会の委員会条例の一部を改正する条例について
　神山町議会の常任委員会の定数を８人から４人に改める条例の一部改正

〔 議案提出者 〕　
・髙橋議員
　現在まで８名で活動を行ってきましたが、前期の委員会活動の状況を踏まえ、４名に
削減するため提案する。

〔 反対討論 〕
・佐出議員
　「請願を受けることができないと聞いていたが間違いだった」との答弁があり、委員
会構成や定数を改正する必要性は認められない。
　令和元年 9 月議会で、議員定数削減が可決されたのを契機に、委員会構成の不都合
を解消するために 12 月議会で改正した。今回の改正では議会議員担当職で新たな問題
が生じ、改悪としか言え無い。
・新居議員
　いきなり臨時議会前の正副議長不在の議員懇談会で常任委員会の委員定数削減の提
案があったが、議会活性化特別委員会での審議も経ず、その場で条例の一部改正案の提
出を可決したのは暴挙である。定数削減によるメリット、デメリットを十分に調査、審
議する必要があり、正当な理由が無い限り条例等は頻繁に改正するものでは無い。

〔 賛成討論 〕
・森議員
　髙橋議員の上程説明の中にありましたが、前期の常任委員会の活動を鑑みたときに、
８人でするよりは、４人の方が活動しやすいのでないかという説明があった。全く私も
同じ考えであるので、この改正案に対して賛成という立場をとりたいと考える。

仁
志
哲
也

森
　
一
博

佐
出
由
恵

白
土
義
信

髙
橋
義
英

志
甫
　
守

森
本
孝
夫

新
居
榮
二

〇 〇 × 〇 〇 〇 ― ×
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令和 5年 名西消防組合議会
　第 2 回定例議会は 12 月 20 日神山町役場議場で開催された。

　本定例会では議案 5 件を審議し、原案どおり可決した。

議案第 12号　名西消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
議案第 13号　�名西消防組合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例
議案第 14号　名西消防組合火災予防条例の一部を改正する条例
議案第 15号　令和 4年度名西消防組合一般会計歳入歳出決算の認定
議案第 16号　令和 5年度名西消防組合一般会計補正予算（第 1号）

　議案第 12 号と議案第 13 号では、人事院勧告に基づく職員・任用職員の給与改定　可決
　議案 14 号では消防法施行規則など省令の一部改正に伴う条例改正　可決
　議案第 15 号では、令和 4 年度一般会計
　　歳入総額 4億2，418万円、歳出総額 4億6，396万円、歳入歳出差引額 1，022万円を認定した。
　　令和 4 年度分担金（決算額）
　　総　額　4億 2，160万円
　　石井町　2億 8，863万円　　神山町　1億 3，297万円
　議案第 16 号では、令和 5 年度一般会計を歳入歳出それぞれ 7，675 万円減額し予算総額 5 億 6，
679 万円とした。

令和６年　第１回名西消防組合議会臨時会

　第１回臨時議会は１月 26 日石井町役場議場で開催された。
　本臨時会では議長の選挙を行い、議案１件と追加議案２件を審議し、可決・同意した。
■議長の選挙
　指名推薦により、後藤忠雄議員が当選
■追加議案１
　副議長の辞職について
　　谷雅史副議長より副議長職の辞職の申し出があり、承認された。
■追加議案２
　副議長の選挙
　　指名推薦により、白土義信議員が当選
■議案第１号
　監査委員の選任につき同意を求めることについて
　　森本孝夫議員の監査委員選任に同意した。
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
今
後
発
生
す
る
恐
れ
の
大
き
い
南

海
東
南
海
地
震
、
大
雨
被
害
、
火
災

状
況
等
一
刻
も
早
く
伝
え
る
伝
達
機

器
。
現
在
戸
別
受
信
機
器
、
屋
外
機

器
は
い
く
ら
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

又
通
常
時
の
放
送
時
間
は
い
つ
か
。

答
弁

総
務
課
長

　
設
置
数
に
つ
い
て
は
戸
別
受
信
機

2
︐3
1
7
基
、
屋
外
無
線
に
つ
い

て
は
77
基
で
あ
る
。
放
送
時
間
に
つ

い
て
は
、
時
報
が
8
時
、
12
時
、
夕

方
5
時
の
3
回
。放
送
に
つ
い
て
は
、

お
昼
12
時
20
分
か
ら
と
夕
方
18
時
45

分
か
ら
、
緊
急
放
送
を
随
時
流
し
て

い
る
。

　
令
和
4
年
度
後
の
修
繕
件
数
は
、

い
く
ら
あ
っ
た
か
。

答
弁

総
務
課
長

　
令
和
4
年
度
屋
外
で
19
件
、
5
年

度
8
件
の
修
理
が
あ
っ
た
。
修
繕
に

つ
い
て
ま
ず
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
、

職
員
が
向
か
い
簡
易
修
理
は
す
ぐ
対

応
、
対
応
出
来
な
い
場
合
、
業
者
に

て
対
応
し
て
い
る
。
職
員
の
修
繕
件

数
は
集
計
し
て
い
な
い
、
業
者
か
ら

来
た
件
数
の
み
報
告
し
た
。

　
屋
外
設
備
に
つ
い
て
長
期
間
の
受

信
不
能
状
態
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
理
由
だ
っ
た
の
か
。

答
弁

総
務
課
長

　
上
分
大
中
尾
地
区
の
屋
外
局
に
つ

い
て
は
、
設
置
か
ら
10
年
が
た
ち
、

周
辺
の
樹
木
の
成
長
で
、
本
来
受
信

し
て
い
た
電
波
が
受
信
出
来
ず
、
し

か
も
山
を
反
射
す
る
反
射
波
も
電
波

強
さ
が
似
た
も
の
と
な
り
混
信
す
る

状
況
と
な
っ
て
い
た
。
過
去
に
こ
の

よ
う
な
前
例
が
な
か
っ
た
為
原
因
究

再
問

再
々
問

明
に
か
な
り
日
数
が
か

か
っ
た
。
個
別
機
器
に
つ

い
て
も
電
池
の
液
も
れ
、

周
辺
の
電
波
状
況
に
よ
る

負
荷
に
よ
る
ア
ン
テ
ナ
の

増
設
、
等
修
繕
件
数
は
多

い
。今
後
機
器
の
更
新
等
、

計
画
を
立
て
て
進
め
た

い
。
ま
た
今
後
定
期
的
に

点
検
等
の
周
知
を
広
報
誌

等
で
行
う
。
防
災
無
線
に

つ
い
て
は
今
年
度
、
配
布

し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
さ
あ
く

る
の
中
で
防
災
無
線
の
音

声
が
聞
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
講

習
会
等
で
周
知
を
図
っ
て

い
く
。

　
防
災
無
線
は
特
に
災
害

時
等
の
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
非
常
に
大
切
な
も
の

で
す
3
6
5
日
24
時
間

受
信
で
き
る
よ
う
、
保
守

点
検
よ
ろ
し
く
お
願
い
す

る
。

●
質
問
1
●

防
災
無
線
に
つ
い
て

平岡議員の録画映像はこちらから

平岡晴喜�議員

１．機器の右側面の電源スイッチを切る。
２．�機器の前面の電池フタを右へスライドさせ持ち

上げる。
３．電池を交換する。
　　電池は単一・単二・単三が使用可能（2本必要）
４．機器の前面の電池フタを閉める。
５．機器の右側面の電源スイッチを入れる。
　　※�電池切れの場合は、電源ランプが緑⇔赤と交

互に点滅する。また、「電池を交換してくだ
さい。」と音声でもお知らせがある。

電源スイッチ

電池フタ

戸別受信機の電池の交換
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
個
別
避
難
計
画
は
い
つ
作
成
さ
れ
た
？
要
支
援
者

の
総
数
、
計
画
に
携
わ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
方
々
な

の
か
？

　
個
別
避
難
計
画
の
訓
練
に
つ
い
て
詳
細
な
内
容

は
？ 答

弁

健
康
福
祉
課
長

　

該
当
者
数
は
１
７
９
名
。
名
簿
は
、
民
生
委
員
、

警
察
、
消
防
で
共
有
。
訓
練
は
、
民
生
委
員
か
ら
電

話
に
よ
る
安
否
確
認
訓
練
を
年
1
回
を
行
っ
て
い
る

が
、
避
難
所
ま
で
の
誘
導
は
、
現
在
行
っ
て
い
な
い
。

計
画
に
基
づ
く
訓
練
に
つ
い
て
、
今
後
は
防
災
担
当
、

民
生
委
員
、
消
防
、
警
察
な
ど
と
連
携
を
し
て
、
地

域
で
行
っ
て
い
る
防
災
訓
練
で
実
施
が
で
き
る
よ
う
、

協
議
を
進
め
た
い
。

●
質
問
２
●

職
員
の
雇
用
体
制
に
つ
い
て

①　
現
在
の
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職
員
の
人
数

は
？

②　
定
年
延
長
に
よ
り
、
職
員
の
自
然
増
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
？

③　
今
後
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

④　
若
い
人
の
雇
用
の
場
と
し
て
の
役
場
職
員
雇
用

計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

⑤　
人
件
費
は
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
と
考
え

る
。
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か

⑥　
来
年
度
の
新
規
採
用
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
状

況
の
説
明
と
そ
れ
に
至
っ
た
内
容
は
？

答
弁

総
務
課
長

　
正
規
職
員
は
１
３
０
名
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は

45
名
、
計
１
４
８
名
。

　
令
和
12
年
度
ま
で
正
規
職
員
退
職
は
な
い
。
若
い

正
規
職
員
を
雇
用
し
、
会
計
年
度
職
員
で
調
整
を
行

え
ば
増
減
は
起
こ
ら
な
い
が
、
事
業
量
の
増
加
や
働

き
方
改
革
へ
の
対
応
の
た
め
に
、
今
後
の
課
題
。

　
中
途
退
職
が
な
け
れ
ば
雇
用
の
調
整
が
必
要
。
退

職
者
の
状
況
に
よ
り
調
整
検
討
す
る
。

　
定
員
管
理
計
画
を
策
定
し
て
年
代
の
空
白
が
な
い

よ
う
雇
用
を
進
め
て
い
る
。
7
年
度
か
ら
新
た
な
計

画
と
な
る
。
6
年
度
中
に
定
年
延
長
を
加
味
し
た
計

画
の
策
定
。

　
入
れ
替
わ
ら
な
け
れ
ば
、
人
件
費
は
増
加
し
て
い

く
。
60
歳
に
達
す
る
と
役
職
定
年
制
度
が
あ
り
給
料

が
約
3
割
程
度
減
少
。
今
後
の
増
加
額
は
退
職
の
状

況
が
あ
る
の
で
、
細
か
な
金
額
は
試
算
し
て
い
な
い
。

制
度
移
行
期
間
な
の
で
、
町
の
財
政
状
況
も
十
分
に

考
慮
し
採
用
計
画
を
進
め
た
い
。

　
令
和
６
年
度
の
採
用
は
、
1
名
程
度
の
予
定
。

●
質
問
３
●

過
去
の
質
問
事
項
に
つ
い
て

①　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
2
類
か
ら
5
類
へ
と
移
行
し
た
、

内
容
の
変
更
は
？
変
更
を
含
め
関
係
者
へ
の
周
知
、

開
設
運
営
訓
練
の
実
施
や
回
数
、
実
施
箇
所
、
参
加

人
数
な
ど
は
？

答
弁

総
務
課
長

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
各
団
体
に
通
知
。
各

公
民
館
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
。
コ
ロ
ナ
も
５
類
に

な
っ
た
が
様
々
な
感
染
症
が
あ
る
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
変
更
は
な
い
。

　
防
災
訓
練
は
、
本
年
度
上
分
、
下
分
、
広
野
地
区

に
お
い
て
実
施
。

②　
営
農
支
援
、
主
に
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
。

補
助
事
業
活
用
、
共
同
利
用
、
民
間
事
業
者
へ
の
委

託
、
そ
の
後
の
検
討
は
？ 

答
弁

産
業
観
光
課
長

　
ド
ロ
ー
ン
導
入
の
検
討
を
重
ね
て
お
り
、
国
の
補

助
事
業
を
活
用
し
て
実
演
会
を
開
催
。
3
月
に
も
2

回
目
を
行
う
。
技
術
面
で
は
導
入
に
一
歩
近
づ
い
た

と
感
じ
て
い
る
が
、
費
用
面
で
は
、
導
入
は
難
し
い
。

引
き
続
き
導
入
を
目
指
し
、
生
産
者
や
関
係
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
を
検
討
し
た
い
。

③　
高
齢
者
の
独
居
も
し
く
は
高
齢
者
の
み
世
帯
の

見
守
り
に
つ
い
て
。
い
ま
だ
に
抱
え
る
問
題
点
と
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
件
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
は
？

答
弁

総
務
課
長

　
様
々
な
業
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、

費
用
・
時
間
を
要
す
る
・
事
を
大
き
く
し
た
く
な
い

な
ど
、
課
題
が
多
く
困
難
な
状
況
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

つ
い
て
も
消
防
署
や
病
院
に
直
接
連
絡
は
困
難
で
あ

る
た
め
、
家
族
へ
の
メ
ー
ル
発
信
を
、
現
在
検
討
。

　
安
否
確
認
に
つ
い
て
は
近
隣
の
サ
ポ
ー
ト
が
出
来

な
い
と
い
う
状
況
が
増
え
て
い
る
の
は
十
分
把
握
し

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
見
守
り
が
1
番
神
山
町
に
合

う
の
か
を
模
索
し
、
早
い
対
応
を
進
め
た
い
。

④　
ま
ち
の
ク
ル
マLet's

事
業
と
関
連
す
る
件
に

つ
い
て
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
を
持
た
な
い
方
の

状
況
把
握
、
対
処
は
完
了
し
て
い
る
か
？

答
弁

総
務
課
長

　

対
象
の
人
数
に
つ
い
て
、
要
援
護
者
の
方
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
方
は
把
握
出

来
て
い
な
い
。
広
報
等
で
広
く
周
知
し
て
い
る
が
、

今
後
も
定
期
的
に
周
知
し
た
い
。
電
話
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
な
い
場
合
、
個
別
相
談
し
タ
ク
シ
ー
会
社
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

⑤　
学
校
教
育
と
防
災
減
災
に
つ
い
て
。
地
域
と
の

連
携
と
、
防
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
阿
波
っ
子
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
活
用
の
検
討
状
況
は
？

答
弁

教
育
長

　
校
区
が
広
く
自
主
防
災
組
織
も
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
中
で
、
学
校
主
催
の
防
災
訓
練
は
難
し
い
。
自
主

防
災
組
織
か
ら
提
案
が
あ
れ
ば
、
内
容
に
よ
っ
て
は

協
力
し
て
実
施
し
た
い
。

　
あ
わ
っ
子
防
災
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
前
向
き
に
検
討

し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

⑥　
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
終
了
に
関
す
る
件

に
つ
い
て
。
そ
の
後
の
把
握
状
況
、
進
捗
状
況
、
代

替
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
、
補
助
が
で
き
る
の
か
？

答
弁

総
務
課
長

　

導
入
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
の
結
果
、
実
施
は
予

定
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
決
め
て
い
る
。
た
だ
、
Ｉ
Ｐ

電
話
の
終
了
の
告
知
、
新
規
電
話
の
導
入
の
周
知
に

つ
き
ま
し
て
年
明
け
に
部
落
会
長
便
等
で
周
知
を
し

た
い
。
新
規
電
話
の
導
入
相
談
会
を
携
帯
3
社
等
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
1
月
、
2
月
中
に
実
施
で
き

れ
ば
と
日
程
調
整
を
し
て
い
る
。

●
質
問
1
●

個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

森議員の録画映像はこちらから

森　一博�議員
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令和６年　神山町二十歳を祝う会

議 員 研 修［11月22日］
　
11
月
22
日
、
町
内
行
政
視
察
を
行
っ
た
。
行
き
先
は
、
体
育
館

建
設
工
事
現
場
と
、
大
埜
地
地
区
配
水
池
建
設
工
事
現
場
（
2
か

所
）
の
現
状
を
見
た
。

　
体
育
館
は
、
足
場
も
殆
ど
取
れ
て
お
り
国
道
か
ら
見
る
と
中
学

校
、
体
育
館
、
集
合
住
宅
と
一
望
で
き
美
し
い
姿
が
見
ら
れ
る
。

中
の
方
は
、
床
を
張
る
準
備
中
で
し
た
が
、
明
る
く
広
々
と
し
て

い
た
。
こ
の
体
育
館
は
、
公
民
館
と
し
て
も
機
能
し
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
の
利
用
も
想
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
74
台
分
の
利
用
が
可
能
。

　
中
央
区
域
大
埜
地
地
区
低
区
配
水
池
は
、
完
成
し
て
お
り
40
年

以
上
経
過
し
た

配
水
管
は
、
耐

震
管
に
取
替
、

大
埜
地
地
区
、

上
角
地
区
の
、

安
定
供
給
を
図

る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

�

（
白
土
義
信
）

【町内行政視察について】

体育館視察状況

低区配水池 高区配水池

　
令
和
６
年
神
山
町
二
十
歳
を
祝
う
会
が
、
１
月
２
日
（
火
）
に
神
山

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

 

議
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
輝
か
し
い
２
０
２
４
年
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
人
生
の
節
目
で
あ
る

二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
華
や
か
な
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
皆
さ
ん
は
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ

た
方
々
と
の
絆
や
神
山
町
へ
の
想
い
を
深
め
、
決
意
を
新
た
に
し
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
新
た
な
決
意
と
希
望
を
持
っ
て
、
今
後
益
々
ご

活
躍
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

令和６年二十歳を祝う会該当者名簿� 該当者数26名

敬称略

計3名

計 6名

計 6名

計11名

下分地区 鬼籠野地区

広野地区

神領地区

尾　西　　　翼
川　口　真　央
村　瀬　大　晋

坂　野　郁　哉
佐々木　恵　斗
佐々木　文　也
高　橋　義　雅
尾木原　実　咲
VU�THI�MAI�HUONG

川　崎　友　輔
原　　　蒼　太
大　野　嵩　介
森　　　あおい
鳥　居　千　紘
髙　橋　　　七

浦　屋　　　駿
松　浦　琴　美
森　根　智　基
新　居　光　樹
宮　本　匠　馬
清　水　祐　太
海老名　　　穂
廣　瀬　新　葉
小　坂　正　歩
西　内　悠　斗
中　川　晴　詠

西寺
地野
東稲原

阿保坂
一ノ坂
一ノ坂
中分
坂瀬川
小原

歯ノ辻
歯ノ辻
歯ノ辻
歯ノ辻
長瀬
北馬喰草

西上角
西青井夫
東大久保
北
北
北
北
本上角
北
北
本上角
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二十歳を祝う会フォトレポート
川崎友輔さん 川口真央さん大野嵩介さん

記念品を
受け取る

二十歳の
誓いを
述べる

謝辞を
述べる

【お詫び】広報かみやまNO.350 に掲載しました「令和６年二十歳を祝う会」の写真につきまして、例年であればカラー写真で掲載していましたものを白黒
写真での掲載となり関係者の皆様には、大変不愉快な想いをさせてしまい申し訳ございませんでした。この度、議会だよりかみやまの誌面を、活用させてい
ただき改めてカラー写真を掲載させていただきました。今後も皆様に親しまれる広報作りに注力して参りますので、ご理解・ご協力をよろしくお願いいたし
ます。� （広報かみやま編集委員長）
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

【
隠
れ
名
所
シ
リ
ー
ズ
】

　

神
山
に
は
、
そ
の
昔
天
女
が
授
け
た
と
い
わ
れ
る
霊
水
が
湧
出
し
て
お
り
塩
辛
く
無
色
無
臭
で
、

肌
触
り
が
滑
ら
か
で
そ
の
入
り
心
地
の
良
さ
と
入
浴
後
の
爽
快
さ
は
他
に
は
得
難
く
、
霊
水
を
授
け

た
天
女
を
「
塩
水
大
明
神
」
と
し
て
奉
っ
て
い
た
。
慶
応
4
年
（
1
8
6
8
）
地
域
の
人
達
の
共
同

経
営
で
湯
屋
を
開
業
。
近
辺
の
次
郎
銅
山
の
労
働
者
を
中
心
に
賑
わ
っ
た
が
、
銅
山
の
衰
退
で
明
治

8
年
頃
に
廃
業
。
そ
の
後
善
覚
寺
住
職

が
、
大
正
14
年
に
「
弁
天
鉱
泉
湯
」
と

し
て
再
開
し
た
。湯
屋
は
繁
盛
し
た
が
、

太
平
洋
戦
争
の
影
響
で
休
止
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。

　

昭
和
38
年
に
実
施
し
た
徳
島
県
の

ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
で
湯
量
も
増
え
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
使
水
権
者
で
あ
る
山
本

最
純
（
オ
ロ
ノ
出
身
）
氏
が
神
山
町
に

源
泉
を
寄
贈
し
、
昭
和
47
年
「
神
山
温

泉
保
養
セ
ン
タ
ー
」
を
開
業
し
た
。
温

泉
の
質
も
良
く
全
国
に
親
し
ま
れ
、
こ

の
小
さ
な
町
が
温
泉
に
よ
っ
て
、
体
や

心
に
や
さ
し
い
湯
で
す
今
は
、
改
修
工

事
の
為
、
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
、
一
刻
も
早
く
待
ち
の
ぞ
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
～
温
泉
が
こ
い

し
～
い
で
す
。�

（
志
甫　
守
）
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議
会
の
動
き

■
２
月

15
日　

�

徳
島
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

第
22
回
定
期
総
会

16
日　
勝
名
地
区
町
村
議
会
議
員
研
修
会

19
日　
例
月
出
納
検
査

21
日　
議
会
運
営
委
員
会

28
日　

�

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
第
78
回

定
期
総
会

■
３
月

上
旬　
３
月
定
例
会

令
和
６
年

１
月
７
日
に
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
令

和
６
年
神
山
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ

た
。
多
数
の
ご
来
賓
ご
臨
席
の
も
と
、

団
員
2
7
3
人
が
集
結
し
た
。
時
折
小

雪
が
舞
い
散
る
中
、
分
列
行
進
を
行
っ

て
い
る
様
子
。�

（
志
甫　
守
）

委
員
長
あ
い
さ
つ

　

新
し
い
令
和
六
年
を
迎
え
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

　

１
月
12
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
各
位
の
ご
支
持
を
賜
り
委
員
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
に
存

じ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
議
会
だ
よ
り

を
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

�

委
員
長　
志
甫　
守

● 

表
紙
写
真
説
明 

●

神山の風 景


